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新 し　い　合　成　繊　維

祖　父　江 寛

緒　　言

　1938年米国デュポン社の副社長が「クモの巣より細

く，鋼鉄よりも強い合成繊維ナイロンが石炭と水と空気

とから作られた」と発表し世界を驚かしてより約20年

間新合成繊維は次々と続出した．同年米国のビニヨン，

サラン・ドイツのPC繊維の発表があり，翌39年には

日本でビニロンの前身たる合成1号，カネビヤンの発表

があり，1940年には日本のアミラン，ドイツのパーロン

T，パーロンL（ポリアミド系）パrPンU（ポリウレ

タン系）米国ベロンの発表があった．1941年デュポン

社は大工場（年産800万ポンド）を建設し，41年に

1・300万ポンドの生産，42年に2，600万ポンド，43年

3・900万ポンド，44年4，900万ポンド，45年5，200

万ボンド，46年5，600万ポンド，47年5，000万ポン

ド，48年7，400万ポンドと戦中にも順調な発展を遂げ

た，しかるに他の合成繊維はこんな発展はできなかっ

た．米CCC社ビスコース社のビニョンは品質改良の研

究が続けられ1943年には特殊可塑剤をいれ伸度大で弾

性あるビニョンEを発表したが，これも工業的に発展し

なかった．さらに品質改良の研究の結果，塩花ビニルと

酢酸ビニルの共重合物を原料としたのを改め塩化ビニル

とアクリロニトリルとの共重合物にして1948年ビニョ

ンNとし日産500ボンドの工場を作り，　その後商品名

Dynelとして市場に出された・一一方デュポン社は1940

年頃からポリアクリロニトリルを繊維にする研究を進め

ファイバーAと仮称したが，1948年に工業化を発表

Orlonと名付けた．オーロンは染色性以外はナイロンに

優るとも劣らない優秀な繊維として注目をひいた．かく

てアクリロニトリル系繊維が新しい合成繊維として登場

した・かくて最近Acrilan　Creslan（エックスラン）ら

があらわれた．

　ナイロンの発明者カローザス博士はポリアマイド発明

前1932年に脂肪属のジカルボン酸とポリメチレングリ

コールとのポリ縮合によってスーバーポリエステルを作

り，繊維にする発表をしているが性質が劣るために捨て

て顧みられなかった．英国

のキャリコ捺染協会研究所

のウィンフィールドにより

芳香族二塩難酸テ、レフダ屓

・一 去_とエチレングリコ・一ルのポリ縮合物を繊維にする

研究が行われ，1947年ICI社にうけつがれてその工

業化が発表された．かくてその繊維の性質の優秀性が判

明すると非常な注目を集め，米国デュポン社もその特許

料を支払って工業化にのり出し商品名デクロン（Dacron）

として売出すようになった．

　わが国においてもナイロン，ビニロンの工業化の成功

と共に今後の新合成繊維としてポリエステル合成繊維

と，ポリアクリロニトリル系合成繊維の企業化が続々行

われて注目をひいている．ここで新しい合成繊維として

この二者について解説することとする．

ポリエステル合成繊維

　米国Du　Pont社のDacron，英国Imperial　Chemi－

cal　Industries社のTerylene，わが国帝国人絹，東洋レ

ーヨン両社により技術導入して製造開始予定のテトロン

Tetoron，フランスのTerga1，イタリーのTerital，

西独のTrevira　Diolen，東独のLanon，オランダの

Terlenkaなどすべてポリエチレンテレフタレートから

なるポリエステル繊維である．

　その製造工程の概略を図示すると下のごとくである．

　この製造工程やエチレングリコールとテレフタ・’一一’ル酸

との製造は化学工場で行われ，エチレングリコールとテ

レフタール酸とからボリエチレンテレフタレートを作

り，これを溶融紡糸してテリレンやデクロンにするのは

合成繊維工場で行われている．

　エチレングリコールは融点一15．6°C，沸点197．4°C

の液体で，水・アルコールによく溶け，60％水溶液は一

40°Cで凍結するため不凍剤としても用いられる．この

製法としてはエチレンを塩素化し，ジクロルエタンとし

これにアルカリを加え加圧下に加水分解し

　CICH2・CH2Cl十Na2CO3十H20

　　　　＝・HOC，　H，CH20H十2NaC1十CO2

によって作る方法があるが，さらにこの改良法として5

n－　7％の次亜塩素酸ナトリウム液を冷却しながら塩素を

通じ，さらにエチレンを細い泡として通しエチレンクロ

天然ガスー申・月レ「：勲蝦デヒド蔓エチレングリコ、．Jレ

＼エチレンオキサ伏＿÷＿ノ

油∠キシ、ンー・か嘉惑葦海≡1誹嬬ル酸
ポリエチレン溶融

テレフタレート　縦r糸
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ロヒドリンとし，この20％液を70～80°Cに加熱し重

曹で処理すると，下のようにしてエチレングリコー一ルが

得られる．

　CICH2・CH20H十NaHCO3

　　　　－HOCH，CH、OH＋NaCl＋CO，

またエチレンクロロヒドリンをソー・一一ダライム処理し酸化

エチレンとし，これを稀塩酸によりグリコールにする方

法もある．

　HOCH2CH，Cl翅型」塑皇CH，－CH2，　dil・Hcl　HOCH，一
　　　　　　　　　　　　　＼／
　　　　　　　　　　　　　　O
　CH20H
　テレフタール酸はP一フタール酸ともいわれ，約300

°Cで昇華する白色の結晶で，冷水には水100g中にわ

ずか0．001gしか溶けないしエーテルにも溶けない．ア

ルコールには加熱してわずかに溶ける．ベンゼン核のパ

ラの位置に対称的にCOOHがついた化合物でo一ブタ

蒜黎鍵覇盗欝匡互ト鶉錨一蓬艦毒

るのと大いに異なる．一

般にキシレンを酸化して作られるがその原料キシレンの

沸点融点は次のごとくである．

　　　　o－Xylene　　m－XPtlene　　P－Xylene

　　沸点　　　144°C　　　139・3°C　　　138・5°C

　　融点　　　一一　25°C　　－一　47．　4°C　　13．2°C

それ故三者の混合物からP一キシレンを分けるには蒸溜

によってo一キシレンを除いた後冷却してP一キシレン

のみを結晶として取出す方法がとられる・また石油のキ

シレン溜分を酸化し，o－，　m－，　P一フタール酸混合物

としてから分離する方法もある．最近ナフタリンの酸化

によって安価に出来る無水フター一・一ル酸をo一フタール酸

カリとし，不活性ガスの下に350－500°Cに加熱しP一フ

タール酸に転位せしめる”ヘンケル特許”が注目され，

これが工業化されんとしている．

　テレフタール酸をメタノールと酸の存在の下に加温す

ると，下式のごとくにしてテレフタール酸ジメチルを得

る．

HO。COC振三E・GH・〔H＋〕H。。COC（IC臨

CH，。．COC毒三Ei・C鯉㈱汐びIG出

　　♂　　　　　　　　　　o
テレフター一ル酸ジメチルDMTは重合用として高純度が

要求されるので十分に精製される．かく精製DMTと純

エチレングリコールを常圧で加熱し，エステル交換反応

を行わせ生成するメタノー一ルを留出し，次いでこれを真

空下に高温に加熱し，生成するメタノールを除去し続け

るとポリ縮合が進み，ボリエチレンテレフタレートが得

られる．
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C馬hC＜⊃町・C－C隅゜H－
　　0　　　　　　0

CH・・v〈コ〉曽C珪CH朋＋CH・°H

　　O　　　　　　　O

・CH・・ v⊂〉質・雌゜H－
　　　　0　　　　　　　0

C叫プ⊂＞Ctt・CH・CH・・一］才mC現゜H

　　　　　O　　　　　　　　O

このボリエチレンテレフタレートを溶融状態で取り出し

急冷した後，短く切ってチップとする．副生メタノール

と余剰エチレングリコールは回収精製して循環使用す

る．重合後の工程はフィラメント糸とスフとによって次

のごとくになる．

一團｛團：團：匿コ粟覧腰司→刀

　　重合工程より送られたチップは乾燥機内で乾燥し，製品

　　の均一性を保たせるため混合し送入装置で溶融紡糸機に

　　送られる．溶融紡糸機はナイロンと類似の装置で250°C

　　以上で溶融し，口金を通じて紡糸され，冷却固化した糸に

　　帯電防止剤油剤等が添加され，捲き取られる．この原糸

　　をさらに延伸機にて約80°Cで4～5倍に延伸しフィラ

　　メント糸を得る．ポリエステル繊維は二次転位点がナイ

　　ロンより高いため80°Cくらいまで熱を加える必要があ

　　る．なお重合法の日本特許としては特許第190773（特公

　　昭26－4547）第203045（特公昭28－4640），人造繊維

　　製造法特許第213515（特公昭25－5370）をはじめ登録

　　されたもの14件，公告中のもの8件，未公告のもの54

　　件がCPAおよびICIによりとられている・

　　　テリレンやデクロンの性能はきわめて優秀で強度はオ

　　ーロンをしのぎナイロンに近いといわれ，Textile

　　World　1955年1月号によればデクロンの乾強度は3．6

　　－一　4．og／d湿強度は3．6－4．og／dとされ，耐摩擦強度

　　はBritish　Rayon＆Silk　J．1955年3月号によると，

　　ナイロンの8800・一一3890につきテリレンは1980・－1870

　　でビスコースの880、－30やオー一　uンの　135～139より

　　大きい．搬回復力は極めて優れており，湿潤時は羊毛に

　　優り，ナイロン，オーUンより優るといわれる．風合は

　　混紡して極めてよい．欠点としては染色性とピリングで

　　ある．疎水性で，折目保持寸法安定性大で耐熱性に優れ

　　150°Cに100時間放置しても強度低下30％以内である・

　　耐薬品性，耐光性，耐候性共に極めて優れ，耐朽性，電

　　気絶縁性も良好である・繊維性能比較表はアクリロニト

　　リル系繊維の後に記すことにして，ポリエステル繊維の

　　性能のみを記ぜば次のごとくである．
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比　　　　　　重

勅　　強　　度　9／d

乾湿強度比％
乾　　伸　　度　　％

乾湿伸度比　％

フィラメント系

力強通普

　1．38

4，6～・5．0

　100

19～23
　100

　1．38

6．O｛－6．2

　100

11～13
　100

結隙度（乾）g！d　／…一・一…1

弾性 ヤング率kg／mm2

弾　性　回　復

1000～3000

2％で97％
8％で’80％

lOOO－・r3000

2％で100％

耐　　　熱 性249°Cﾂ続臨間で強度、5－3G％減

灘水取縮・h・　1・％

吸 湿 性i…％・65％・H）

耐日光性瞬低下・艶・な・

　世界におけるポリエステル繊維製造概況は，米国Du

Pont社は英CPAより1946年

箏謙鵬驚ヂ　〉一鞘一物イド

　　　　　　　　　　　　化学東洋紡の子会社日本エクスラン社は米国Cyanamid
　　　ステープル
　　　ファイバー　　　社より技術導入によりExlanを製造せんとし，日本ゼ

　　　　　1，38　　　　オンは米Goodrich　Chem・から技術導人してDarlanを

　　　　3・・6－－4・・0　　　　製造せんとし，三菱レイヨンと米ケムストランドと技術

　　　　　　100
　　　　36～42　　　　提携して，新光アクリル社を設立しアクリランを製造せ

　　　　　　100　　　　　んとしている．なお帝国人絹とその子会社久留島化学で

　　　　3．6．．4．0　　　　アクリロニトリルを生産しており，帝人，邦レ等もアク

　　　　400．．．700　　　　　リロニトリル系合成繊維生産の計画があるといわれてい

　　　8％で90％　　　　　　　る．
　　　2％で93％
　　　　　　　　　　　　　アクリロニトリルの製造工程概略図をBunn（Ind　Eng

　　　　　　＿＿．　　Chem．442128（1952））により示すと次のごとくである．
　　1　・％
　　　　　　　　　　　　　アクリロニトリルを工業的に作る方法としては，青酸
0．5％（95％RH）

　　　　　　　　　　　　とエチレンオヰサイドからエチレンシャンヒドリンと

　　　　　　　　　　　　し，脱水してアクリロニトリルにするのと，アセチレン

　　　　　　　　　　　　と青酸とをニュ・一ランド触媒を用い直接アクリロニトリ

　　　　　　　　　ff“エチレ加ロヒドリン㍉エチ、ン

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　シヤンヒドリン
産，・954年2，3。。万ポンド，、955燃ガス可＝一：フアセチレン

年2，700万ポンドを生産しておfi
　　　　　　　　　　　　　　　コークズ
り，英国ICI社はCalico　prin－－

ter　Ass・の特許を1947年に取得

（米国を除く全世界）し，1954年200万ポンドを，

1955年600万ポンドを生産した．カナダのCIL社は

1953年英国ICIより実施権を取得し，1955年より生

産開始し1955年200万ポンドを生産し，イタリーのモ

ンテカチニMontecatini－Rhodiatoce社は1953年実施

権を得て，1955年生産開始し10万ポンドを生産した．

なお1953年実施権を得たフランスのRhodiaceta，ドイ

ツのGlanzstoff社且ochst社，1954年実施権を得たオ

ランダのAKU社がそれぞれ小量ながら生産開始し，本

年実施権を得た日本の東洋レーヨン。帝国人絹は昭和

33年下期より生産開始し34年には1，353万ポンドと

990万ポンドを生産する予定であるといわれている．

アクリロニトリル系合成繊維

灰］遡灘藩圃
　　　　　　ホJL・Aアマイド）

　米国Du　Pont社のOrlonは純ポリアクリロニトリル

の繊維であるがその他，米Chemstrand社のAcrilan，

Carbide＆Carbon社のDynel，　American　Cyanamid

社のCreslan，　Eastman　Chem．社のVere1，　BF　Goo－

drich　chem・社のDarlan，　Dow　chem．社のZefran，英

Courtaulds社のCourtelle，　Chemstrand社のAcri－

lan，西独Farbenfab．　Bayer社のDralon　Pan，　Sud－

deutschzellwolle社のDolan，　Phrix社のRedon，仏

Soc．　Rhodiaceta社のCrylor，　tW　KunstzijdesPinne「ij

社のNymcrylon，ベルギー一　Fabelta社のAcrybel等い

ずれもアクリn二トリル系繊維である・わが国では鐘化
　　　　　　　　　　ぐ
カネカロン社がKanekalonの生産を開始しており，住友

＼

アクリロニトリル

ルにする直接法とがあり，小規模にはエチレンクロロヒ

ドリンに青化ソーダを作用させシャンヒドリンにし脱水

する方法も行われる・米Monsanto社はメタンの部分

燃焼によるアセチレンを用いる直接法といわれ，Union

Carbide　Carbon　社はエチレンオキサイド法といわれ

る　Amer．　Cyanamid　社は．以前エチレンオキサイド法

であったが最近アセチレン直接法の工場を新設した．青

酸の合成は石灰窒素法はAmer・Cyanamid社でソーダ

アマイド，ホルムアマイド法はDu　Pont社でメタンと

アンモニアの反応による方法はCarbide＆Carbon，

Rohm＆Haas，　Du　Pont，　Monsanto，　KoPPersで採用

されている．

　アセチレンはカーバイド法と天然ガスまたは石油ガス

の分解法との両方法で作られる・か一バイド法は生石灰

とコークスまたは無煙炭とを電気炉中で高熱してカルシ

ウムカーバイドとし，これに水を作用させてアセチレン

を発生せしめる方法である。

　　　　CaO＋3C　25°°－3°°o°→CaC，＋co

　　　　CaC2十2且20　　　　→　HC≡CH十Ca（OH）2

発生アセチレンは不純物として硫黄や燐の化合物を含む

から塩素水と希アルカリで洗って精製する．天然ガスや

石油ガスの炭化水素の熱分解法は1925年Wulff法が

発見され高温短時間の接触で有利にアセチレンになるこ

とが判り，かつ濃縮法も発見され発達したもので現在

Wulff法のほかにSachsse法（酸素による部分燃焼法）

air　oxidation　process（空気酸化法）Schoch法（放
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ニューランド

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　瞥2G1野　　　　　　　　　　　　　　　　　アクリロニト

瓢｝力謬均灘厘罵 @　　　ざ濫£墜
電利用法）などがある．これらはアセチレンが稀薄なガ　　　82°C・b・P・78・’－79°Cの液で・比重d122e＝0・8104・屈

スとして得られるので，分離の工学の発達の結果利用の　　　折率nd2°－1・3950であり・非常に重合し易く散光の下

途がひらけたのである．　　　　　　　　　　　　　　　で室温で放置しても重合する．単量体を塊重合させると

　今メタンとアンモニアから青酸を製造し，カーバイド　　発熱大で爆発的に重合するから放熱に考慮をはらう必要

法によるアセチレンと直接合成によりアクリロニトリル　　　がある・

とする方法の工程図を示せば次のごとくである．　　　　　　　オーロン（Orlon）：－Du　Pontの特許によるとア

　また石油ガスエチレンを原料としてアクリロニトリル　　　クリロニトリルの重合には触媒として過酸化物と共に還

を作る方法を示せば次のごとくである．　　　　　　　　　元性物質の亜硫酸ソーダを併用しレドックス乳化重合が

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　用いられるようであ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　脱メダソ吻トップガス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る．なお重合度調節
原料油→熱分鮮→［華ト［EllEel精製圧縮脱・タン綱一エチレンGH・・CH・斉llとして微量のメ・レ

　　　　　　　　　　　重賃油　　BB分ガNy！IJン　　　　　　　pp留分　エタン　　　　　　　　　カプタン，アルデヒ

G＿夢ll；1轡GN　IIIII飯GH2　　　　艶識2！
　　　　　＼。H臨過し／　IH。N　　　　　飴させて肝量
　　　　　　　　　　＼・／　　　　　　　　　　　　　、4，。。。～224，。。。の

　前者の直接法では塩化第一一銅とNH・　Clを塩酸にとか　　　ポリアクリロニトリルが得られる．ポリアクリロニトリ

した溶液を触媒とし80°CとPH　3・5以下に保ちつつ　　　ルは溶融せず適当な溶剤も発見されなかったので繊維に

10モルのCH≡CHと1モルのHCNを吹込み，排出ガ　　　することができなかったが，　Du　Pont社研究陣が溶剤を

スを冷却水洗し・生成物を蒸溜し80～83％のアクリロ　　　発見して合成繊維オーロンが生まれた．ポリアクリロニ

ニトリルを得る・未反応のアセチレンらは循環使用す　　　トリルは多数の極性の強いCN基を含み分子間凝集力が

る゜　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　強く，結晶化性大で軟化性ほとんどなく一般溶剤にとけ

　後者のエチレンを出発原料とする方法は・まず粗エチ　　　ない．濃硫酸には多少加水分解してとける・発見された

レンを精溜し・これを塩素水と50°Cで作用させ約5％　　　有機溶剤はジメチルホルムアマイドなどアマイド型とカ

のエチレンクロロヒドリン液を得・未反応エチレンは循　　　一ボネート，ホスフェート型などがある．

環使用する・エチレンクロロヒドリン5％液は蒸溜で　　　今，溶剤を例示すると下表のごとく1）である・

40％まで濃縮し・ドロマイトと二塩化エチレンを加え蒸　　　　オーロンの紡糸は乾式紡糸だといわれているが，乾式

溜して脱水し純クロロヒドリンとするか・または希クロ　　　法湿式法ともに特許がある．、乾式紡糸の一例を示すど，

ロヒドリンを石灰と反応させ酸化エチレンとし・酸化工　　　分子量約60，000のポリアクリロニトリルを0°Cでジメチ

チレンとHCIガスの等モル混合ガスをエチレンクロロヒ　　ルホルムアマイドにとかし約25％溶液とし60。Cで脱泡

ドリン液中に30°Cで吹き込み純クロロヒドリンとする・　　した後口金の0．25mm径の孔から紡糸房の加熱空気中

またシャンヒドリンにするに二方法があり・一は純クロ　　　に押し出し105。Cで8倍に延伸する．乾式紡糸の紡糸房

　　　　　　　　　　　　　　　　細吻繍磁GH3CN（辮2〆66°　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　／VAI2V’IV’7T。tre“ethy／ox∂mide（GH・）、NC－CN（CH・）・pimelhLy／　Phosph・le　CH・°臼゜CH3

で，他は酸化エチレンとHCN

ガスとをシ￥ンヒドリンを溶

剤とし35％NaOH　1部とジエチ

ルアミン4部とを触媒とする液

中で反応させてシャンヒドリン

を作る．これでもなお水を含ん

でいるから，ボーキサイトを用

　　　　　　　　　　　　　　　　　し・　180～190°C

　　　　　　　　　　　　　　　　　で脱水すれば純
　　　　　　　　　　　　　CH2三CH
　　　　　　　　　　　　　　　6N　アクリロニトリ

国一國一團一顛ルが得られる・

D／0♪ぐ∂non8

／0＼
CH2　C二〇
I　　　l

CH2　eH2
＼　　／

　0

4



第9巻第9号
の壁温は400°Cで導入空気は100°C放出空気は200。C

であり・紡出したままの繊維は強度0．629／d伸度12．7

％であるが，さらに延伸することにより強度49／d（普通

は2．559／d）伸度20％にすることができる．

　湿式紡糸では分子量40，080～25，000のポリアクリロ

ニトリルの10～30％ジメチルホルムアマイド溶液また

はホルミルモルホリン溶液を細孔よりグリセリン・グリ

コt”一ルの凝固浴中に押し出し緊張紡糸し，強度3～79／d

の繊維を得る．性質は後に表示する．

　アクリラン（Acrilan）：一　米ケムストランド社は
最初アクリロニトリルと酢酸ビニルの共重合物を鹸化し

て染色性の改良をはかったが，後にビニルピリジン系窒

素化合物等を共重合させアクリロニトリル系繊維をAc－

「ilanとして市販した．その工程は次のごとくである．

ア7リロニトリル　水融楳

Y　　　　重合　ホ洗　乾燥ホ゜リ溶鮮
×　　　　　　　　モノマー圃牧

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　溶剤

　重合は特許203697等により均一な共重合物を得るごと

く行われ，ポリマーの溶剤はNN！ジメチルアセトアマ

イドなど用いられる・アクリロ系中オーロンによく似て

おり羊毛より軽い嵩高い繊維で風合によく，しかも染色

性がよい．耐熱性もオーロンに近く200°Cまで収縮率

oである・単繊維強度は3・o～2．759／d，伸度16％，比
重1．135，吸湿率は1・7％（58％RH　70°F），257°F32日間

空気中に放置しても強度の変化はなく，紫外線に強い．

　クレスラン（Creslan）エクスラン（Exlan）：－

American　Cyanamide社が1952年X51の仮称で発表
したアクリロ系合成繊維でアクリロニトリルを主とする

ポリマーを特許の方法によって冷却槽で湿式紡糸して作

られる．オーロンの染色性改良の1品種と考えられる．

耐熱性はオーロン，アクリランとダイネルとの中間にあ

り200°Cで黄変し265°Cで黒変するし，200°C辺から

収縮し初め250°Cでは25％収縮する．乾強度2．8～
3．59／d，湿強度2．7・－3．　49／d，伸度29～31％である．
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　　ダイネル（Dyne1）カネカロンk：一一ダイネル　カネ

カロンはアクリロニトリルと塩化ビニルとの共重合物で

アクリロビニル繊維ともいわれる．塩化ビニル60・一・56

％，アクリロニトリル40・－44％の成分割合の共重合ポ

　リマーをアセトンにとかし，炉過脱泡して細孔から押し

出し湿式紡糸する．アクリロニトリルと塩化ビニルの共
重合にてアクリロニトリルの重合消費が早いから常にア

クリロニトリルを添加し，一定割合に保つと均一な共重

合物が得られる．アクリロニトリルが20～55％含まれ
　　　　　　　りているものはアセトンに可溶である．この共重合物をア

セトンにとかし20％溶液とし水中に押し出して湿式紡
糸する．20％溶液を85～120°Cの紡糸房中に乾式紡糸

することもできる．こうして得た長繊維を乾燥後，延
伸，切断，巻縮，熱安定化をし，開綿しスフDynelとす
る．延伸と安定化処理により強伸度や収縮温度が著しく

　　　　　　　　　　　　　　　変化することが判って

　　　糊紡糸麟建腱い翻たのみのもの

　　　　　　　　　　　　　　　をよ弓蚕度o．7n－o．991dイ申
　　スフ　切断’捲縮　乾燥
　　　　　　　　　　　　　　　度8～10％であるが，
延伸すれば強度4．　2・・－4．　5g／d伸度8．5～9．5％となるが

65°Cで収縮する．熱処理し熱固定し収縮温度を120°C
にすると，3．7～4g／dの強度と21～24％の伸度になる．

さらに高温で熱固定すれば収縮温度を130°C　まであげ
られるが強度は3．O・一一3。　8g／dとなり伸度25・一一　28％とな

る・ダイネルの標準強度は3．09／d仲度36％で2％引張

った時の弾性回復は97％，比重は1．31，78°F60％RH
での吸湿はO．　3A－O．4％である．

　なお将来有胡なものとしてボリビニリデンシャナイド
繊維，東洋高圧のポリ尿素系合成繊維，ボリアジン繊維，

・米のピロリドン開環によるポリアマイド繊維，英ICI
のアミノトリアゾール繊維がある．ポリアミノトリアゾ
ール繊維についてはJ．W．　Fisher（J．　ApP1．　Chem．4

212（1954））のかなり詳しい発表がある．

　今，日本のビニロン，ナイロンと比較してポリエステ
ル繊維とアクリロ系繊維の性質を示せば次のごとくであ
る．

1）　Ind．　Chem．　46　390（1954）

比｝水

一量一

分　　率　　％

吸　　水　　度　　％

　　　　　　乾
強　　度　9／d

　　　　　　湿

　湿　強比　　％

伸
　　　乾
度　％　一
　　　湿

1。。ロン

1，26

イ申　張　弾　性　　％
（一％引張った時の）

ヤング率kg／mm2
点化軟

無「
融溶

耐熱性

酸　　の　　影　　響

アルカリの影響

5，0

12，

4．2r－7．0

3，2～5．8

76～85

14～26

15～30

65－75
（5％ン

250一一1100

220－＿2250C

「画覆酸
漕硫酸

テよ　　　　　し

染 色 　　　セリトン，性
　　　クローム

6ナイロン

　1．14

4．5

8～8，5

5～8．3

4．5～7，1

86～90

16～29

19～34

100（8％）

310－．610

（Dynel）

カネカロン

1．31

0．6～0，7

1

2．8～3．6

2．8～3．6

95～100

27－33

27～33

Orlon

1．14・－r1．17

1．5

2，5

1．9～2．3

1．8～2．2

95～96

20～25

20～25

　Creslan
（エクスラン）

95．3　（2％） 77　（29io）’

200～400 400・－500

1800G　　　　　　　　 150～160DC　　　　　　　　2350C

・・5・・
@（250°Fで収縮初める）（455・F　一（・・X占・）

次亜塩素稜　』
濃童璽
実質的に
な　　　し

セリトン，酸

殆んどなし　　　な し

濃液の外なし 濃アルカリの外
な　　　　　し

　　　　　　セリトン，
性・如一ム1塩基，酸性

セリトン，

塩　基

1．17

1．5

2．8～3．5

2．7～3，4

97

29～31

29～31

92　（2％）

（5650Fで粘　　る）

（2000Cで黄変）

濃酸でも僅少

弱アルカリに抵抗
強アルカリ黄変

セリトン，酸性，
直接，クローム

Acrilan

三．135

1．7

17　％
遠心分離

3．0

3，0

100

16

16

80　（2％）

（455°Fで粘る）

（4570F32日強度不変）

殆んどなし

弱アルカリに
は　抵　抗

基ム塩一

，ロ
ンクセ酸バ

Dacron
（テリレン）
（テトロン）

　1．38

　0。4

　0．5

4，6～6．2

4．6～6．2

100

19～23

19～23

97　（2）

620－｝1490

2500C

濃硫酸のみ
一部分解
熱強アルカリ
で分解

セリトン，

キャリヤー

（1957．8．6）
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